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（３） 活用例 

� 架橋技術適応例 1、2 

高い耐衝撃性を活かした、各種 OA 機器、家電製品、自動車の外装材料およびこれらの 

部品等 

 

（４） 提供条件等 

以下のような技術提供が可能です。 

� 新たな材料開発に！（共同研究） 

センターが保有する RP 技術ノウハウを活用した独自の新材料開発を共同で実施しませんか。 

� 2 つの特許を用いた新製品に！（実施許諾） 

上記各 2 特許の実施許諾により、具体製品を実用化しませんか。 

（通常実施権の許諾を原則とします。） 
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